


　その他目を転じると平成３１年完成する桜町再
開発、また平成３３年開業の熊本駅ビル等熊本の
大きな飛躍に繋がるであろう大型案件も着々と進
行し、今年はそうした意味でも復旧・復興を進め
つつ未来に向けた基礎を固める年だと思います。
そのために県議会議員としての役割は何か常に自
問自答しながら活動して参ります。

　結びに今年が皆様にとって幸多い一年になりま
すことを祈念し新年の県政報告と致します。

熊本県議会議員　髙島　和男

次代を担う力強い地域産業の創造 ～地域の活力と雇用を再生する～
⑥ 被災企業の事業再建
グループ補助金により被災した中小企業等の施設や
設備の復旧・整備並びに商業機能の復旧促進を支援
産業支援機関（よろず支援拠点）の専門スタッフが
震災後の中小企業、小規模事業者が抱える経営上の
様々な悩みの相談に対応

⑦ 被災農家の営農再開
農地復旧を併せた大区画化や農地集積を進め平成
３０年度までに農業用施設を含めた復旧を完了予定

世界とつながる新たな熊本の創造 ～世界に挑み、世界を拓く～
⑧ 大空港構想 Next Stage の実行
阿蘇くまもと空港はコンセッション方式を導入し
国内線、国際線が一体化となった新たなターミナル
ビルを整備

⑨ 八代港のクルーズ拠点整備
クルーズ船専用岸壁等の整備により年間２００隻
程度の大型クルーズ船寄港を実現

⑩ 国際スポーツ大会の成功
平成３１年開催の女子ハンドボール
世界選手権大会、ラグビーワールド
カップの成功を通して復興する熊本
県を国内外に発信


